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Ⅰ　序論

現代を生きる我々の生活は、社会生活と家庭生活のふたつに大きく分類することができる。

社会生活は家庭の外、労働する場や学校などの社会、第三者と関わる場で営むものであり、家

庭生活はその名の通り、家庭における家族内での生活のことである。このふたつが重なり合う

ことによって「生活」が成立するといえる。特に、家庭生活は人間関係の基本となる家族同士

で構成する生活であり、基本的価値観の構築といった成長過程における重要な役割を果たして

いるだろう。すなわち、家庭生活を明らかにすることは、そこで成長する人間の価値観を紐解

く手がかりになるといえる。また、先に述べたとおり、家庭生活と社会生活は密接に関係して

おり、社会生活が飛躍的に発展した時代は、家庭生活にも大きな影響が出ていると考えること

ができる。逆に述べると、豊かな家庭生活を送ることが社会生活にも少なからず影響を与える

ともいえるだろう。

そこで、本研究では現代生活の基盤を作った20世紀初頭、大量生産・大量消費で輝かしい時

代であったアメリカをテーマとし、発展していく社会の中で生きる当時の人々の家庭生活を明

らかにすることを目的とする。資料には、1900年から1910年までの10年間に発行された「レ

ディース・ホーム・ジャーナル」を用い、当時の中流階級のアメリカ家庭生活全般に関する記

事を調査することとする。

Ⅱ　時代背景

アメリカにとって、19世紀末から20世紀初頭にかけては最も大きく変貌を遂げた時期とい

えるだろう。1869年に大陸横断鉄道が開通し、1900年までにほぼ全土にわたり鉄道網が整備さ

れた。1910年には世界の鉄道軌道の三分の一を占めたともいわれている。また、鉄道の発達は

市場の流通を促し、商業が大きく発展する起因のひとつになった。これまで各地でしか手に入

れることのできなかった材料や商品が、鉄道・郵便制度の整備によって遠距離で手に入れるこ

とができるようになったのである。こうした市場の統一はこれまでにない巨大な市場を生み出

すこととなった。それにともない、商業都市シカゴのように都市化が進み、ビジネス・商業地

区に隣接するように富裕層や中流階級の者たちが都市に住まうようになった1）。これは大きな

変化のひとつといえるだろう。必然的に、そういった中流階級家庭の子どもたちは生まれなが

らに都市生活者となり、それまでの農村に住む子どもたちの生活とは大きな隔たりが生まれ
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た。かつての農村の子どもたちはいわば「小さな労働者」として、農場や商店といった家業の

手伝いをすることが必須であり、また子どもたちもそれを当然のこととして認識していた。し

かし、20世紀初頭の都市生活者である子どもたちは、既に機械化の進んだ大量生産の社会の中

で生活しており、かつてのような ｢小さな労働者｣ とは異質の存在へと変化した。玩具や書籍

などもそれまでの子どもたちに比べ圧倒的に増え、現代の我々が認識する「子ども」の存在に

近づいたといえる。また、比較的金銭に余裕のある中流階級の誕生は、学校教育への関心をよ

せることとなる。都市部に住む中流階級の父親は、農村部で農業を営む父親のように、子ども

たちの目に触れるところで労働を行わない。家の外で工場や会社、商店に雇用され、事務や機

械操作などの仕事に従事することとなり、これまでのように子どもたちが共に労働をすること

がなくなった。必然的に、「大人」と「子ども」の違いが明確化されていたといえるだろう。こ

ののち次第に学校教育は義務化され、子どもたちの生活の場は「家庭」と「学校」の二つが主

軸となった。この変化が、現代の我々の生活における子どもたちの日常の原型であると考える

ことができる。子どもたちが通学する学校の中には、少女たちに向けたカリキュラムとして食

事計画の立案や調理、裁縫などの生活技術の習得が組み込まれている学校もあった。同様に、

少年たちに向けて木工や籐椅子作りといったカリキュラムが組まれていることもあったとい

う。こうして、子どもたちの技術習得の場は家庭内から学校という公の場へと移行していった。

では、大きく変化を遂げていった20世紀初頭のアメリカ家庭の姿はどのようなものであっ

たのだろうか。この時代に広く普及しつつあったアメリカ婦人雑誌に掲載された記事を調査・

分析することにより、当時のアメリカ家庭の姿を明らかにしていく。

Ⅲ　雑誌「レディース・ホーム・ジャーナル」

「レディース・ホーム・ジャーナル」は1883年にサイラス・カーティスによって創刊され現

在でも発行されている、アメリカにおいて「セブンシスターズ」と評される代表的な婦人雑誌

である。「セブンシスターズ」とは、「レディース・ホーム・ジャーナル」（1883年創刊）、「グ

ッド・ハウスキーピング」（1885年創刊）、「マッコールズ」（1897年創刊）、「レッドブック」

（1903年創刊）、「ザ・ベター・ホームズ・アンド・ガーデンズ」（1922年創刊）、「ファミリー・

サークル」（1932年創刊）、「ウーマンズ・デイ」（1937年創刊）のことを指す2）。これらはいわ

ゆる良妻賢母型の雑誌で、いずれも女性たちから広く支持をうけ、発行部数を伸ばしていた婦

人雑誌の草分けである。「レディース・ホーム・ジャーナル」は娯楽・教養・実用をテーマとし

ており、主な読者層は中産階級の女性とされている。特に、子どもを持つ女性、あるいは将来

子どもを持つであろう若い女性が読者であったと考えられる。

桑名は、「レディース・ホーム・ジャーナル」について、「女性に家事と家計について説き、

住宅の機能性と安全性を考慮した設計プランや2000ドル以下で建てられるグッドデザインの

家についての記事が大きく評価された」3）こと、「質の悪い売薬の宣伝に反対するキャンペーン

や広告の真実性の追究、母親の健康管理のための改革運動などを実施したことによって成功
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し、現代的なアドバイスのコラムを作りだした」4）ことや「若い女性からの恋愛・結婚・子育

て等に関する相談ページを作った」5）ことなどを評価している。

紙面構成は社会的な記事から住まいや食事、裁縫など家庭に関する記事、読み物まで幅広く、

女性に向けた総合雑誌であったことが推測される。また、連載記事も数多くあり、毎号愛読す

る女性が多くいたといえるだろう。実際に当時の女性たちが好んだとされる台所や、テーブル

アレンジメントなどは写真を多く掲載し、視覚にも鮮やかであり、家庭をあずかる主婦たちに

向けて発信されていたことは想像に難くない。中でも裁縫を含む服装に関する記事は多く、読

者の女性たちの衣服に関する高い関心がうかがえる。また、子どもの衣服に関してもイラスト

つきの記事が数多く掲載されていることが確認できる。

このように、この当時発行されていた雑誌は、人々にとってひとつの情報源として大きな役

割を果たしていたといえるだろう。当時の中流階級女性たちは、広く普及しつつあったこれら

の女性誌を参考にして、家事・育児あるいは生活全般の参考にしていたとすれば、女性誌は彼

女たちが営む家庭生活を探るうえで有用な資料であるといえる。

Ⅳ　誌面にみるアメリカ家庭

１．学校への関心

「レディース・ホーム・ジャーナル」の誌

面においては、当時の家庭の様子をうかが

わせる記事が多く掲載されている。なかで

も散見されるのがパブリックスクールの様

子についてなど、子どもの教育に関するも

のである。キャンパス内の様子とあわせ

て、子どもたちの写真が見開きで大きく掲

載された号もあり、読者たちにとって強い

関心の対象であったことがうかがえる。

1900年１月号に掲載されたパブリックス

クールの写真のなかには教室で裁縫をする

少女たちの姿もあり、学校における子ども

たちの様子を推測することができる6）。ま

た、1901年10月号には寄宿学校における

季節ごとの食事メニューが掲載され7）、学

校生活そのものに関心が寄せられていたと

いえるだろう（図１）。1902年８月号には

「寄宿学校の少女」と題された記事が掲載

されている（図２）。記事は「夏休みの間、 図１
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秋に寄宿学校へ進学予定の少女たちの

母親は服装の予習をしなければならな

い」8）という一文から始まり、アンダ

ーウェア、ペチコート、フランネルの

ラッパー、スクールガウン、アクセサ

リーなど身につけるもの全般にわたり

細かくアドバイスを行ったものであ

る。娘を学校に通わせるにあたり、そ

れにふさわしい服装を気にかける母の

姿を垣間見ることができる。同号には

「初めての学校用ドレス」9）としてイラ

ストつきの記事も掲載され（図３）、新

年度に向けて服装は大きな課題のひと

つであったことが推測される。同様の

記事は1900年代後半にもみることが

できる。1907年８月号では、「カレッジと寄宿学校に通う少女たちの衣服」と題して、イラス

トと細かな描写がなされた記事が掲載された（図４）。この記事ではテーラードコート、スーツ

スカート、アフターヌーンドレス、シャツウエストなどバックスタイルも含めて7人のイラス

図２

図４図３
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トが掲載されており、そのすべてのデザインの

型紙が15セントで販売されている10）。シャツ

ウエストやコートの場合はバストサイズ、スカ

ートの場合はウエストサイズとヒップサイズを

明記して注文するように促す一文が確認でき、

これらは当時普及していた郵便配達制度を利用

した通信販売の一種であるといえるだろう。ま

た、同号には「少年少女のための学校用衣服」

としてより年齢の若い子どもたちのための衣服

が掲載されている（図５）。こちらも先程の記事

と同様のスタイルをとっており、数名の子ども

たちの衣服を紹介したうえで、10セントあるい

は15セントで型紙を販売している。母親たち

が、こうした紹介記事を参考にして型紙を購入

し、家庭で仕立てるという図式がある程度一般

化していたと考えることができるだろう。

このように、子どもたちを通学させる学校へ

の関心をうかがわせる記事は多くみられるが、

中でも異彩を放っているのは1910年９月号に

掲載された、「カレッジへ通わせるべきではな

い少女」と題した記事である。若干刺激が強い

ようにもみえるこのタイトルであるが、記事を

書いたLaura. E. Lockwoodは冒頭で「６人の新入生になぜカレッジへ進学したのかと質問し

た」と記し、「先生からカレッジへは行くものであると言われたから」「母親自身がカレッジへ

進学する機会がなかったため、私を進学させることを決めた」などの回答を得たと続けている。

これを受けて、「多くの少女たちが不十分な、つまらない理由でカレッジへ進学していることが

明確に示された」と嘆いているようにも見受けられる文章をつづった11）。これらの文章から、

当時進学する少女たちの中には、彼女たち自身に明確な意思がなく、周囲の状況に流される形

で進学するという状況が存在していたことがわかる。読者の中に家庭の主婦が多くいたことを

想像すると、彼女たちの教育観に深く切り込んだ記事であったといえるだろう。

２．家庭の中の姿

レディース・ホーム・ジャーナルでは、家庭の様子をあらわした数多くの記事が掲載されて

いる。その中のひとつがキッチンや食事の写真である。これは調査を開始した1900年当初から

確認できる。1900年１月号には、「女性たちはどのようにキッチンを整理しているか」と題し

図５
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て、写真を掲載している（図６）。いずれも実在の家庭のキッチンを紹介していると思われ、州

名や名前も掲載されている。また、この記事は各キッチンに順位をつけて紹介しており、「シン

クとドレッサーの後方の磁器のタイル、上品にカーテンで覆われた窓、リノリウム（床仕上げ

材の一種）で保護された床、ソースパンの蓋を置くラック、そして全体的にきれいに整頓され

た状態で保たれている」と細かく受賞理由を説明しており12）、家庭の主婦の様子をうかがうこ

とができる。このほか、食事についての記事も毎号のように掲載されており興味深い。1900年

２月号には「真冬のおいしい料理」と題し10種の料理を写真で紹介している（図７）。焼き鱈、

チキンカツレツなど簡単な説明が添えられ13）、現代の女性誌に掲載されているような料理紹介

記事と比べても遜色はない。料理については、1901年11月号に「ローラー夫人のクッキングス

クール」というより具体的な料理指南記事がみられる（図８）。１ページをそのまま使った大き

な記事で、「食材を選ぶ」「牛乳と卵は完ぺきな食品である」14）といったサブタイトルがついた

段落に分かれており、いずれもその重要性を説くものであった。完璧な食事を目指し事細かに

書かれたその様子から、読者はこういった指南記事も栄養面を含めた調理の参考にしていたの

かもしれない。

図６ 図７
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また、1902年４月号には「少女たちの健康」という記事が登場する（図９）。記事では気候

が暖かくなり、散策にちょうどいい季節であると勧めており、「適当な条件のもとでの散歩は、

最も有用ですばらしい運動のひとつである」15）としている。ここで紹介する散策とは、4人か

ら10人の少女たちが、昼過ぎに数マイル歩くことを目的としてあらかじめ場所を決める（大抵

は友達の家）。ホステス役が用意、あるいは参加者たちが持ち込んだ軽い昼食をとった後、夕食

の時間までに全員で街まで歩いていくというもので、基本的には若い少女たちが遊びの一種で

行う軽いイベントのようなものである。健康のための運動を主眼として、激しく行うものでは

なく、あくまで楽しみながら運動することを目的としているところが、若い少女向けであると

いえるだろう。この「少女たちの健康」という記事は好評を博したのか、シリーズ化されて何

度となく掲載されることとなる。1902年６月号にはカヌーが紹介され、正しいこぎ方が写真つ

図８ 図９
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きで掲載されるなど適度な運動を推奨していると考えられる。

３．家計に対する考え

さらに記事を分析していくと、家庭における消費活動、いわゆる家計に関する考えも散見さ

れる。代表的なものが、「○○人の少女たちがどのようにお小遣いを捻出したか」という記事で

ある。この記事もその誌面の大きさは異なれど、人数を変えて度々掲載されている人気記事の

ひとつである。例えば、1904年１月号には「32人の少女たちがどのようにお小遣いを捻出した

か」と題されており、「自分が持っていないドレスや帽子を欲しいと思わない少女がいるだろう

か」16）という書き出しで、少女たちの数々の小遣い捻出法を紹介している。翌月、２月号には

「20人の母親がどのようにお小遣いを

捻出したか」、「16人の少女たちがどの

ようにお小遣いを捻出したか」17）とパ

ターンを変えた２つの記事が掲載さ

れ、母親の家計への関心がうかがえ

る。

家計に関する記事はこれだけにとど

まらない。1904年９月号には「一年間

600ドル以下でどのように家族で生活

するか」という記事が掲載された（図

10）。たとえば、７人で年間600ドルで

生活する方法という項目に登場した家

族の家族構成は子どもたちが４人、大

人が３人であり、ここ数年ほど年収は

600ドル、あるいはそれ以下であった

という。この記事の最後には家計費の

やりくりについて、一覧表として掲載

されている。その記述によるとこの家

族は月収が50ドルであり、毎月の家賃

が12ドル、食料雑貨が12ドル、洗濯が

５ドル、パンが2.5ドル、牛肉が2.5ド

ル、野菜が２ドルと続き、衣服やガソ

リン等の燃料、牛乳などはバランスを

とって14ドルと記され、支出合計金額

が50ドルとなっている。また、この一

覧にあわせて、朝食にはホミニー（ひ 図10
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き割りのトウモロコシ）あるいはオートミール、ビスケット、ワッフル、コーヒー（子どもに

は牛乳）、夕食には米、ジャガイモその他の野菜、週に２、３回は腰肉のステーキ、などと食材

名をあげて具体的に示している18）。

Ⅴ　結論

アメリカは、19世紀末から20世紀初頭にかけて大きく発展を遂げた。産業革命を経た機械

化、大量生産化によって物は豊かになり、郵便制度の発達は市場の拡大、経済の発展を促した。

アメリカにおいて激動の時代であったといえるだろう。社会の変化は人々の生活にも変化をも

たらしたといえる。富裕層ほどではないとはいえ、肉体労働者に比べ金銭的余裕のある中流階

級が誕生した。商店や会社等に雇用される、それまでの労働者とは異なる形態で働く労働者で

あり、知的労働者とも言える存在であった。

また、郵便制度の発達とともに雑誌も大きく発展していった。19世紀末から20世紀初頭にか

けて多くの雑誌が創刊され、現在も発行されている雑誌も多数存在する。雑誌に掲載された記

事は、その当時の世相を切り取ったものであり、対象読者がどのようなことに関心をもってい

るのかを知る有用な資料となるといえる。

本研究では、1900年から1910年までに発行された「レディース・ホーム・ジャーナル」を資

料として掲載記事の調査を行った。本誌の対象読者は中流階級の女性であったことから、必然

的に女性向け、子ども向けあるいはそれらに関する記事が多く、成人男性向けの記事はみられ

なかった。特に、子ども、少女に関する記事は目立ち、子育てへの関心が強く感じられる。こ

れはいわゆる良妻賢母型の、家庭の主婦という当時の女性に求められた姿を反映しているとい

えるだろう。また、記事の中に学校、寄宿学校といった単語も頻繁にみられ、学校教育が浸透

していたことがうかがえる。学校用の衣服に関する記述も定期的にみられることから、読者で

ある母親が時には娘と一緒になりながら誌面の推奨する服装を参考にしていたと推測すること

ができる。その一方で、家族や教師に勧められるままに、明確な意思がなくカレッジへと進学

する少女がいることに対して警鐘を鳴らす文面もみられることは興味深い。この記述は学校教

育の普及を証明すると同時に、新たな問題が生まれていたことを意味しているだろう。

また、家庭生活において重要な役割を果たす食事についても多くの記事が掲載されているこ

とが確認された。この項目に関しては、写真記事が多く、季節ごとやクリスマスなどの行事に

あわせたメニューが紹介されており、献立のモデルプランとして好評であったことが推測され

る。同様に散策の推奨など健康に関する記事が連載されたことからも、健康的な家庭生活を目

指す姿が浮かび上がってくる。

主要な読者層が家庭の主婦であるということが最もよく表れているのが家計に関する記述で

あるといえる。こちらは今回調査した10年間のうち特に後半期に掲載されていた。やはり同様

に小遣いの捻出を目標とした少女向けの記事と家計のやりくりを目標とした母親向けの記事の

２パターンで展開されており、特徴的であった。
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以上のことから、当時の中流階級のアメリカ家庭では女性たちに「家庭の主婦」としての側

面が強く求められていたことが推測される。また、母親たちは学校教育に高い関心を持ってお

り、学内での様子や食事など「学校」という場に関する情報を求めていたといえる。同時に、

寄宿学校に娘を入学させるにあたり服装など周囲に合わせた知識などが求められたとも考えら

れるだろう。また、娘たちに関しても、欲しいものを購入するための費用の捻出など、年頃の

少女の姿を垣間見ることができる。こうした、生活に関する様々なことに対する欲求、関心は

必要最低限の生活を送ることが精一杯であった労働者階級には存在しえなかったことである。

社会の変化において物があふれ、身の回りのことに費用をかけることができる中産階級家庭で

あったからこそといえるだろう。と同時に、そこに現代の我々の生活との共通点を垣間見るこ

とができる。ヒエラルキーというものがより色濃く存在していた20世紀初頭の中流階級家庭

を現代とを単純に比較することはできない。しかし、家計をやりくりしながら日々の献立を考

え、子どもたちの衣服や学校に関心をもつ母親、自由にできるお金の捻出方法を思案し、友人

と食事を楽しむ少女など、誌面を彩る人々の姿は現代の我々の原点のひとつと考えることがで

きる。
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